
 
 

史料保存館・奈良町にぎわいの家の場所 

                                     

平成３１年１月４日 

                    資料へのお問合せ先 

                          奈良市教育委員会 教育総務部 

                          文化財課 史料保存館 

                         電話 0742-27-0169 

 

史料保存館 企画展示 

市章  誕生物語-奈良市のはじまり-  

  
 史料保存館では、保管する古文書や絵地図などの歴史資料を活用した企画展示を実施

しています。今回は明治 31 年 2 月 1 日に奈良市が誕生し、その後しばらくして公募に

より制定された、市のシンボルマークである奈良市章（市徽章きしょう）の応募作品に

スポットを当てた展示を企画しましたので、ご案内いたします。奈良は市制が施行され

てから、今年の 2月 1日で 121 年目を迎え、またあらたな一歩を踏み出すことになりま

す。そうした年初にあたり、いま一度、明治の市制施行当時を振り返る展示を企画しま

した。 

 今回の展示では、奈良が近代都市として歩み始めた当時、人々が奈良に対して抱いて

いたイメージや、愛着をもったものが何だったか、市章（市徽章きしょう）公募に寄せら

れた作品を通してその一端を紹介します。また市制が施行された明治 30年代～40年代

の奈良市に関わる資料もあわせて紹介します。 

  

 

 

 １ 開催概要 
 

会  期  平成 31年 1 月 8 日（火）～ 

             平成 31 年 3月 31 日（日）   

        

開館時間  午前 9時～午後 5時（入館は午後４時半まで） 

              

休 館 日  月曜日・祝日の翌平日（祝日は開館） 

      （1 月 15 日（火）・2月 12 日（火）・ 

       3 月 22 日（金）） 

        

入 館 料  無料 

  

会  場  史料保存館 展示室（奈良市脇戸町1-1） 

   

展示解説  史料保存館で、館員による展示解説を２回行います。約30分の予定。 

      申し込みは不要です。 

 ［日時］  ①1月22日（火）午後１時半～   ②3月16日（土）午後１時半～ 

２ 展示の見どころ 

報道資料（奈良県文化記者クラブ、奈良市政記者クラブ同時配布） 



 市章（市徽章きしょう）の公募作品については、これまであまり紹介される機会がなく、

選外の作品については、今回が初めての展示・紹介になります。 

 公募作品は、総数 80点余で、市章の意匠と合わせてその解説文も添えられている作品が

多くあります。いずれの作品も、奈良への郷土愛や奈良の長い歴史を誇りに思う気持ち、

そして市の発展を願う気持ちが込められています。 

 公募作品の意匠は、市章に選ばれた「八重桜」をはじめ、奈良といえば頭に浮かぶ「鹿」

をモチーフにしたもの、「奈良」の漢字や名前の由来にちなんだもの、古代の都「平城京」

に由来するもの、春日大社の藤や東大寺大仏をモチーフにしたものなど多様な作品があり

ます。これらの作品から明治の人々が奈良に抱くイメージの一端を知ることができると思

います。また、当時の奈良市に関する資料として、珍しい明治中頃の三条通りの写真や日

露戦争の記念盃なども展示します。 

 
 

３ 展示関連イベント 

①  ガイド付きツアー「もっと知りたい“奈良市のはじまり”」 

 「市章誕生物語－奈良市のはじまり－」展にちなみ、奈良市がはじまった頃にゆか  

 りの場所を見学するガイド付きツアー「もっと知りたい“奈良市のはじまり”」を 

 ＮＰＯ法人 なら・観光ボランティアガイドの会 朱雀と共催します。 

 日 時 3 月 5 日(火） 午後 1時半～4時ごろ（受付は午後 1時～） 

     雨天決行（警報発令の場合は中止） 

 コース ならまちセンター前広場集合 －史料保存館※館員による展示解説 －鷺池 －  

          片岡梅林 －明治陸軍大演習玉座跡 －旧奈良県物産陳列所 －奈良師範学校跡  

     － 県庁前（解散） 

 費 用 200 円 

 申 込 電話で直接、または、はがき・ＦＡＸ・メールに事業名、住所、氏名（ふりが 

     な）、年齢、電話番号を書いて 

     なら・観光ボランティアガイドの会 朱雀（〒630-8228  奈良市上三条町 23－4  

      電話 0742-27-9889  FAX 0742-24-9311 Ｅメール suzaku97@m3.kcn.ne.jp）へ 

 申込み締め切り 3 月 1 日（金） 

 

②  にぎわいの家出張展示「タイムトラベル奈良町～市章誕生物語～」 

「市章誕生物語－奈良市のはじまり－」展開催に合わせ、奈良町にぎわいの家にお

いて、展示に関連した史料の一部を出張展示し、あわせて史料保存館員による史料

解説を行います。 

 日 時 3 月 9 日（土）  午後 2時～4時 

             （館員による展示解説は午後 2時から 30 分程度） 

 会 場 奈良町にぎわいの家（奈良市中新屋町５） 

 費 用 無料   申 込 不要 

 

 

４ 広報   

 しみんだより（1月号）、市ホームページ、チラシ配布、twitter、関西文化.com、 

 歴史街道推進協議会への情報提供、周辺施設への広報  



主な展示予定史料  
 

（１）『市徽
き

章公募作品・選定作品』  明治 36年（1903） 当館蔵 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 明治 36 年 1 月 13 日の市会で市章（市徽章きしょう）を制定することが決議され、その図

案の公募が行われて、80 点あまりの応募がありました。その中から市章（市徽章）の図案

として選定された作品です。図案に添えられた解説書には、万葉集にもうたわれた奈良の

名花「八重桜」をかたどり、その内側に配した「奈」の字の「示」は、昔三笠山でウグイ

スに日月星の三光の鳴き声を習わせたという故事にちなんで、三光をかたどったことが記

されています。 

 

 

（２）『奈良市公報第 3号・第４号』 明治 36年 5月 5 日・5月 20 日（1903） 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

明治 36 年 4 月 23 日の市会の決議を経て市章（市徽章）が制定され、5月から実施されまし

た。同年 5月 5日発行の奈良市公報第３号に市章（市徽章）の発表、次号の 5月 20日発行

奈良市公報第 4号に市章（市徽章）の解説が掲載されています。 



（３）『市徽章公募作品・選外作品』  明治 36 年（1903） 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治 36 年 1 月 18 日の市議会で市章（市徽章）の制定を決定したことを受けて、その意匠

の公募に 80 点余の応募作品が寄せられました。市徽章に選定された意匠は「八重桜」でした

が、選定外となった応募作品にも色々なデザインがあります。奈良にちなんだ「鹿」や「奈

良」の漢字をモチーフにしたもの、古代の都「平城京」があったことに由来するもの、春日

大社の藤や東大寺大仏をモチーフにしたものなどで、これらを組み合わせたデザインも含め

様々な意匠が描かれています。今回これらのうちの代表的な作品を取り上げて紹介します。 

 



（４）「奈良市役所写真」 明治 30 年代頃撮影 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

（5）「三条通り写真」 明治中頃撮影 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）『日露戦役凱旋記念盃』 奈良市 明治 39 年（1906） 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市制開始当初の奈良市役所を撮影

した写真です。瓦葺きの木造建物で、

東寺林町にあった奈良町役場の建物

を、そのまま市庁舎として使用してい

ました。 

 市制誕生前後の明治中頃にすべり坂か

ら三条通りを西に向かって撮影した写真

で、アルビューメン・プリント（鶏卵紙）

に焼き付けて着色した写真です。当時来日

した外国人向けに、日本の名所や風俗を撮

影した着色写真が横浜などで販売されて

おり、この写真も同様のものとみられま

す。市制誕生前後の三条通りの様子がわか

る珍しい史料です。 

 明治 37年（1904）に日露戦争が

勃発、翌 38 年（1905）に日露講話

成立後、奈良市出身兵士が凱旋し

たことを記念して、39年(1906) 

2月 11日に市主催の歓迎会が開か

れました。そこで配布された記念

品の漆塗の木盃です。内面には市

章（市徽章）が意匠として描かれ

ています。 

 


